









































































MMP-2の阻害活性が MMP-1に対するそれよりも 31倍､2-(2H-ベンゾトリアゾ-ル 2ーイ
ル)161ニトロ-4-(1､1､3､3-テトラメチルブチル)フェノールでは28倍の選択的阻害活性が
認められ､MMp-9に対しても各々､6倍､3倍の選択的阻害活性が認められた｡ただし､
ニトロ基をアミノ基に変換するとこのような選択的阻害活性は認められず､かつ､MMP阻
害活性の向上も顕著ではなく､アミノ基のような電子供与性基を導入することでの効果は
わずかであった｡以上､著者が見出した新規2-ニトロフェニルアゾフェノール誘導体はMMP
阻害剤のリー ド化合物として有望であり､また､著者が得たMMP阻害活性に関する基礎的
知見は､今後のMMP阻害剤開発研究において有用な情報となり得るものである｡従って､
本論文は薬学領域における博士論文として評価出来るものと考える｡
